
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
-

統一事

近世

- 戦国時
統一の
しよう。

学習

私のイメ

時代に

業と 

世 1 

時代の全
の動きを想
 

習課題 

昨日
戦国
倒し
なっ

あら？ 

全国統一

（ゲームの
歴史的に
て亡くなっ
初めて全

え
源
国

確
し
秀

ま
の

メージ 

について疑問

 

戦国時

全国
想像

日戦国無双
国武将を選
していくんだ
って全国統

一したのは豊

の世界だか
には，織田
ったのよ。信

全国統一を

え！そうなん
源頼朝や足
国統一じゃ

確かに歴史
し遂げた人
秀吉は幕府

ますます分
の？豊臣秀

問を出す

時代の

双ってゲー
選んで次々
だけど，僕

統一に成功

豊臣秀吉

から，まあい
田信長は全
信長の家
したはず。

んだ！でも
足利尊氏は
ないの？

史学者の間
といわれて

府を開いて

かんなくな
秀吉は，他

の大阪に

歴史に

▲豊臣秀

ームをしたん
々と武士を
は織田信

功したよ！

じゃなかっ

いっか…）
全国統一を
臣の豊臣

どうして豊
は幕府を開

間では，豊
ています。し
いませんね

ったよ…。
他の戦国武

１３ 

にタイ

に迫るス

秀吉の天下統

んだ！
をなぎ

信長に

たっけ？

を目前にし
臣秀吉が，

臣秀吉が
開いたよね

豊臣秀吉が
しかし，あな
ね。 

「全国統一
武将とはどこ

イムス

スナップ

統一の拠点と

が初めてな
ね。幕府を開

が全国統一
なたの言う

一」ってどう
こが違うのだ

リップ

ショット

となった大阪

の？たとえ
開いたら，

▲戦国

一を初めて
とおり，豊

ういう意味な
だろう。 

プ 

ト

阪城

えば
全

国無双の一

成
臣

な

場面 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「全

…もとも

…1582

…1582

…1585

…1587

…1590

…1590

…戦わ

全国統一

全国の

みんな倒

だよ！ 

もとの豊臣秀吉

2 年山崎の戦

2 年賤々岳の

5 年四国平定

7 年九州平定

0 年関東平定

0 年奥州平定

わず秀吉の臣下

▲豊

▲検

」とは，どう

全国の

ことじゃ

武将を

倒すこと

吉の領地 

戦い直後の領地

の戦い 

定後の領地 

定後の領地 

定後の領地 

定後の領地 

下になった武

豊臣秀吉の全

検地の様子

ういうことだ

Ａ君 

の土地を支

ゃないかな

地 

家の領地 

 全国統一の

子 

だろう？ 

Ｂさ

支配する

な。 

 

の経過 

さん 

全国

し方

とじゃ

１４ 

▲

鎌倉時
かけて，
比率が

(江戸

(鎌倉

Ｃ君 

国の人々

方を変えち

ゃない？

▲身分ごとに

時代から江戸
なぜ身分別

変化したのだ

時代) 

倉時代) 

Ｄさん

の暮ら

ちゃうこ

▲豊臣

に占める人

戸時代に
別の人口
だろう？ 

全国か

を集め

なった

いかな

臣秀吉 

口の割合

から税金

めるように

たんじゃな

な。 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ
も
生
は
や
地
に
表

コ
大

の
に

取

 
 
-

統一事

近世

A 土地

B 人々

キーワード：石
もともと石高
生産力を示
は，米以外
や屋敷の地
地の価値す
に換算され，
表されました

コラム：藩領を
大 村 領 （現
1517 年以
の大村純忠
に寄進され
秀吉の九州
取り上げられ

- 豊臣秀
ような支
みつく
だろう？

学習

私の予想

時代の

業と 

世２ 

地の支配

々の支配

石高 
は，土地の
します。この
の作付から

地価に至るま
すべてが米の

土地の石高
。 

を外国に売っ
現 在 の 長崎
降，キリシタ

忠によってイエ
ていました。

州平定後，
れました。 

秀吉は，
支配の仕
っていった
？ 

習課題 

想 

の変化をつか

 

統一事

配 

配 

「米」の
時代に

ら，田畑
まで，土
の価値
高として

った大名 
崎 ） は ，
タン大名
エズス会

しかし，
領地は

 

どの
仕組
たの 室

町 

かむ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の

 秀吉は

際にそこ

れたのが

生産に専

定化する

江戸

法度を，

役割に応

つましや

作ること

時

豊臣

九州か

地は，土

ら生み出

その結

石高に応

土地を取

ねることで

 江戸幕

した上で

呼びます

もなって

 
15

17

16

18

世
紀 

時
代 

安
土

桃
山 

戦
国 

室
町

江
戸 

の経過に

は，検地を

こで耕作す

が刀狩です

専念させる

ることで，兵

時代に入

，天皇や公

応じた仕事

やかな生活

を禁ずるな

時代の見

秀吉は，1

ら東北まで

土地の面積

出される収

結果，百姓

応じた年貢

取り上げら

で，一元的

幕府になる

で，藩の支

す。石高は

いきました。

・１5

・158

・159

・160

・160

江

・160

・16

・164

１５ 

につい

を通して土地

する人も決め

す。刀狩は

るものでした

兵農分離を

ると，幕府

公家向けに

事を果たす

活を営み，生

など，経済

見取り図

▲統一

582 年か

で支配地

積の示し方

穫量を，石

姓には土地

貢等の負担

れた大名

的な支配体

ると，石高に

支配を委ね

は，藩（大名

。 

82 本能寺

88 刀狩令

90 豊臣秀

00 関ヶ原の

03 徳川家

江戸幕府確

05 武家諸

14-15 大阪

49 慶安の御

いて知

地の所有

めようとしま

は，百姓の

た。また転

を実現しよう

府は，大名

には禁中並

ことを指示

生産に励み

活動を管理

一事業に関

から太閤検

域の全体

方・測り方を

石高で定め

地の所有が

担が義務づ

には，領地

体制をつくろ

にもとづいて

ました。この

名）の負担

寺の変 

発布 

吉，全国統

の合戦 

康，征夷大

立 

法度，禁中

阪の陣 

御触書 

ろう 

者を定める

ました。その

武器の使

転職を禁止

うとしました

・武士向け

並公家諸法

示しました。

み，商品作

理しようとし

関する出来事

検地を始めま

体に及びま

を統一し，そ

めるものです

が認められ

づけられま

地を預けお

ろうとしまし

て全国の大

の仕組みを

担や役職を

統一 

大将軍に任命

中並公家諸法

るとともに，

ために実施

使用を制限

し，身分を

。 

けには武家

法度を定め

農民には，

作物を勝手

ました。 

事 

ました。それ

した。太閤

そこの土地

す。 

るいっぽうで

ました。秀吉

き，統治を

た。 

大名を格付

を幕藩体制

定める基準

命される 

法度の制定

実

施さ

し，

を固

家諸

め，

，つ

手に

れは

閤検

地か

で，

吉に

を委

付け

制と

準と
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Ⅰ 用語

Ⅱ 事
分

Ⅲ 事

▲江戸時代

江
てい
旗
の
幕
たと

 

  

 

 

      

語の意味
調べよう

実を比較
分類しよ

事実の理
説明しよ

▲江

代の領地の

戸幕府が直
いた領地は
本領を合わ
（  ）％だ
府は全国を
と言えるのか

味を 
う 

較・ 
う 

理由を 
よう

江戸時代の

の割合 

直接支配でき
は，直轄領と
わせても全国
ね。それでも
を統一してい

かな？ 

２．上の

①江戸

大名

公家

農民

②禁中

   

③②か

    

 [

１．次の

 石高

各藩の石高

き
と
国
も
い

ざ
る
な
り
。･･･
（
中
略
） 

一 

武
家
の
官
位
は
、
公
家
当

官
の
外
た
る
べ
き
事 

▲公家

３．なぜ

のだ

人
分
山
こ
も

[

の資料を読

戸幕府によ

名(武士)に対

家（天皇）に対

民に対して

中並公家諸

から読み取

     

 

      ]

の用語の意

高制，幕藩

高 

御
学
問
な
り
。
学
な
ら
ず
ん
ば

す
な
わ
ち
古
道
明
ら
か
な
ら

ず
、
し
こ
う
し
て
よ
き
政
事
太

平
を
致
す
も
の
未
だ
こ
れ
有
ら

家に出された

ぜ太閤検

だろうか。下

人々の身分
分かれていな
山，畑で生産
こともあれば，
もする。

      ］

１６ 

読んで，下

よる統制の

対して  

対して  

 

諸法度には

取れる幕府

] は     

意味を調べ

体制，武

・

・

・

・

※

禁
中
並
公
家
諸
法
度
（抜
粋
）

一 

天
子
諸
芸
能
の
事
、
第

1

御
学
問
な

。
学
な

ず
ん
ば

た法令 

地や刀狩

下の図を完

は，はっきり
ない。海や
産に携わる
ときには戦

］ が    

二

三

五

七

十

十

十

下の表を完成

内容を，身

は，どんなこ

のねらいは

  に専念

べよう。 

家諸法度

▲農民

慶安
酒や茶を買っ

粟や稗などの

べ過ぎないこ

麻と木綿の他

早起きし，朝

作し，夜は縄

れぞれの仕事
※近年はこの法令

狩，また２の

成させて説

  に関わる

武家
二．大名は領

ればならな

三．新しい城造

五．謀反を企

うなことは許

七．大名，近

勝手に結婚

十四．勝手に

十五．500 石

禁ずる。 

十八．何事も

従わなくては

▲大

成させよう。

身分ごとに

ことが書い

は何だろう。

するべきであ

，禁中並公

民に出された

安の御触書(
って飲まない

の雑穀などを

こと。 

他は着てはい

朝は草を刈り，

縄をない，俵を

事をきちんと行
令の存在自体が疑

のような統制

説明しよう。

人々の身分
す る 。 身 分
（    ）を
果たすことを

ることを否定し

家諸法度（抜
領地と江戸を交

い。（参勤交代

造りはかたく禁

企て，仲間を作

許さない。 

習，物頭は幕

婚してはならな

関所を設けて

石積み以上の

も幕府の決め

はならない。 

大名に出され

。 

整理しよう

いてあるか。

。 

ある。 

公家諸法

た法令

抜粋) 
こと。 

を食べ，米を

いけない。 

昼は田畑を

を編むなど，

行うこと。 
疑問となっている。

制が行われ

 

分を（    
分 に 応 じ た
定め，それを

を求める。 

している。

抜粋） 
交互に勤めな

代） 

禁止する。 

作り，誓い合う

幕府の許可な

ない。 

てはならない。

の船を持つこと

た掟のとおり

れた法令 

。 

 

度 

食

耕

そ

。 

れた

）
た
を

なけ

うよ

なく

。 

とを

りに



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
-

A 
身

統一事

近世

- 中世か
かけて
はどの
たのだ

学習

B 
身

▲将

私の結論

前の時

中世の 
身分社会

業と 

世３ 

から近世
，身分制
ように変化
ろうか？ 

習課題 

近世の
身分社会

軍拝謁の様

論 

時代と比較

 

統一事

会 

世に
制度
化し

の 
会 

様子 

・分析する

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業か

 鎌倉時

大きな権

も，依然

た。つま

していま

人々

ていまし

っぽうで

守ろうと

 室町時

や寺社

なりました

力によっ

の中を，

江戸

け，学問

参勤交

その結果

を支配で

も高く，人

の拠り所

人々

武士 

（守護・地頭

 
人々

中世の○

時

る 

から近世

▲中世か

時代から室

権力をにぎ

然として自分

まり，この時

した。 

の身分も１

た。田や畑

武装し，団

努めました

時代後期

の領地に

た。またこれ

って一元的

近代といい

時代にな

問と祭りごと

代や一国

果，江戸時

できる仕組

人々の間で

所と考える意

A 

頭）
寺社

 

々Ａ 

人

Ｂ

○○国

時代を捉

１７ 

世の特

から近世にか

室町時代に

ぎるようになり

分たちが支

時代には，１

１つに定ま

畑，山や海

団結して（た

た。このような

になると，

も勢力を広

れらの土地

的に支配さ

います。 

ると，幕府

とに専念さ

一城の決

時代には，

組みができあ

では実際に

意識が芽生

人々C

貴族
（公卿）

々

人々Ｃ

捉えるモ

特色を捉

かけての支配

にかけて，朝

りました。し

支配する領

つの地域

まらず，複数

海で生産活

たとえば一

な世の中を

武力を背

広げ，より広

地も，検地や

れるように

府は公家や

させようとし

決まりを課し

間接的なが

あがりました

に年貢を納

生えるように

）

 

近世

 

デル

捉えよ

配構造の変

朝廷に代わ

しかし，朝廷

地（荘園）

域に複数の

数の役割を

活動に携わ

揆）自分た

を，中世とい

景に戦国

広い土地を

や刀狩を経

なりました。

や寺社を政

ました。また

し，行動を規

がらも幕府

た。しかし，

納める「○○

になりました

藩主 

 

すべての

世の○○国 

よう 

変化 

わって武家

廷や寺社な

をもってい

の領主が存

を同時に担

わりながら，

たちの利益

いいます。

大名が朝

を治めるよ

経て中央の

。このような

政治から遠

た大名には

規制しました

府が全国の

藩の自律

○藩」を生

た。・ 

人々 

家が

など

まし

存在

担っ

，い

益を

 

朝廷

うに

の権

な世

遠ざ

は，

た。

の藩

律性

生活



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
月

５
月

６
月

７
月

Ⅲ

 
月 

中 苗
ら
り
口

 

節 
半夏 

田
一

 

７日 
土用 

 
二
三

 

13 日・14 日 
15 日 
210 日 

水
 
堀

Ⅱ 事実
組

Ⅰ 用語

Ⅲ 時
吟味

水
氏
氏
氏

上
臣
村
り立

どん
こん
に仕
いた

苗代肥，春田ご
らえ，牛耕，畔
り，芝草入れ，
口・排水口調整
田植え 
一番除草 

二番除草 
三番除草 
水干し 

堀切り 

実の関係
み立てよ

▼農

語の意味
調べよう

時代解釈
味・評価し

▲

水軍で知られ
氏のうち，能
氏は，のちに
氏の家臣に，

上氏は毛利
になりました

村上氏は，大
立てられまし

な思いで
なに熱心

仕事をして
んだろう。 

ごし
塗
水
 

茶摘み，
刈り，綿施
小豆施肥

紅花収穫
牛耕，綿
脱穀，胡
除草 
草刈り，大
の芯止め

夏大豆・夏
 
綿除草，
種取り 

係を 
よう

農民の農事

味を 
う 

釈を 
しよう 

▲村上水軍

れる村上
島村上
小早川
因島村
氏の家

た。来島
大名に取

た。 

麦藁倒し，麦
施肥，大豆・

肥，菜種がり 

穫，麦刈り，畑
綿中打ち，麦
胡麻播種，芽

大根播種，綿
め，麻刈り 

夏小豆収穫 

胡瓜・牛蒡

２．下の

印を

き込ん

３．「海

に対
 
４．「全

想を振

事暦 

１．次の

 荘園

軍が使ってい

 
 

田植え休み
さんはいのあ
がり 

代満の祝日
祇園社祭礼
御講・寺判
盆掃除 
盆休み，盆礼

の図に，①

，②間接的

んで，近世

賊船禁止

応しようとし

国統一」と

振り返ろう。

の用語の意

，農事暦，

いたとされる

幕
府 

１８ 

（1）    

（2）    

なぜなら

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ

礼

①直接的に

的に支配し

世の社会を

止令」を読も

したのだろう

とは，どうい

。

意味を調べ

海賊，お

一 諸

めよ

にて

一 国

れも

いう

一 こ

さら

る。

▲薩摩船

藩
主 

○

藩
主 

○

     さん

     さん

      

に支配してい

している関

を説明しよう

もう。豊臣秀

う。上の図

いう意味だろ

べよう。 

手伝い普

海賊船
諸国の海上に

よ。備後・伊予

て盗船をした族

国司は速やか

も船を使う者は

う旨の誓詞を書

これより，海賊

らにその領主の

       

▼刀狩令

摩藩の宝暦治

○○藩 

家
臣

○○藩 

家
臣

んの説に同意

んの説につけ

       

いる関係に

係には点線

う。 

秀吉は，海

を使って説

ろう。最初

請，宝暦治

船禁止令（抜
において速やか

予両国の間の

族がいることを

かに，国々浦々

は今後は絶対

書かせて，そ

賊の輩が出没し

の在所・知行

        

令と同時に出

治水のあと

村…百

町…町

村…百

町…町

意します／しま

け足します。 

      だ

には実線の

線の矢印を

海賊にどの

説明しよう。

のページの

治水 

抜粋） 
かに海賊行為

の伊津喜嶋（斎

を秀吉は聞い

々船頭猟師，

対に海賊をしな

れを取り集め

したら成敗を加

を末代まで没

    秀 吉

出た命令 

（岐阜県）

なぜ薩摩
遠い岐阜に
向いて，大
かりな工事
たのかな。

百姓 

町人 

百姓 

町人 

ません。 

だからです。

の矢

を書

のよう

の予

為を辞

斎島）

いた。 

，いず

ないと

めよ。 

加え，

没収す

吉

藩は
に出
大掛
事をし

 


